
13 12MAIZURU2017- 7MAIZURU 2017- 7

　段々畑に、約
20万本のひまわ
り畑が出現。期
間中は納涼カ
フェ、ひまわりの
巨大迷路、インス
トラクターと行う
朝ヨガなどのイ
ベントが盛りだく
さんです。
【日時】８月４日㈮～11日㈷９時～17時
【場所】リフレかやの里北側（金屋）
【料金】300 円、小学生以下無料
【問い合わせ先】与謝野町観光協会（☎0772・43・0155）

与謝野町

与謝野町ひまわりフェスティバル

与謝野町与謝野町

　与謝野町産の
食材を使った地元
グルメの販売や大
抽選会、夜には阿
蘇海から花火が打
ち上がります。
【日時】8月11日㈷
16時～21時
【場所】阿蘇シーサ
イドパーク内（岩滝）
【問い合わせ先】与謝野町商工会（☎0772・43・1020）

海山絶景花火

京丹後市

　京丹後市の夏の恒例イベント。ドラゴンカヌーが太鼓に合わせ
て豪快に突き進む姿は迫力満点。
【日時】８月６日㈰９時から
【場所】久美浜湾カヌー競技場
【問い合わせ先】実行委員会（スポーツ観光・交流課内、☎0772・
69・0470）

　ステージではダンス
や体操の演技、演奏が
あります。フィナーレを飾
るミュージカル花火では
人気曲のリズムに合わ
せて約3,000発の花火
が打ち上がります。
【日時】７月15日㈯13時～ 21時
【場所】丹後王国「食のみやこ」（弥栄町鳥取）
【問い合わせ先】実行委員会（有限会社 フルーツ王国やさか内、
☎0772・65・4192）

2017TANGOやさか納涼祭
　間人町制30周年
を記念して地域の
夏祭りとなりました。
日中は梵天丸のパ
レードがあり、日没
と同時に点灯され
る漁船の漁火が幻
想的。
【日時】７月25日㈫ ◇15時30分から…パレード
　　　　　　　　 ◇20時30分から…花火大会
【場所】丹後町間人周辺（花火大会は間人漁港周辺）
【問い合わせ先】実行委員会（☎0772・75・8040）

間
た い ざ

人みなと祭

　地元ならではのＢ級グルメの出店や特産物の販
売、子どもから大人までが楽しめる体験イベントも。
【日時】８月26日㈯12時～20時（予定）
【場所】知遊館（岩滝）
【問い合わせ先】海の京都DMO（☎0772・68・5055）

海の京都　クルージングフェスタ

ちりめん街道
　丹後ちりめんの歴
史や文化が感じられ
る「ちりめん街道」。国
の文化財にも指定さ
れ、栄えたころの様子
が垣間見られる建物
が並ぶ。
【場所】ちりめん街道
（加悦）
【問い合わせ先】与謝野町観光協会（☎0772・43・0155）

千日会観光祭 2017
京丹後市ドラゴンカヌー選手権大会̃メロンカップ̃

　平成28年度中に寄贈などにより新たに引揚記念館に収蔵
された資料252点を初めて展示。全国から寄せられた貴重
な資料群を分かりやすく解説します。

【日時】10月１日㈰まで９時〜17時（入館は16時30分）
【料金】300円（学生無料）
【問い合わせ先】引揚記念館（☎68・0836）

　舞鶴市と大連市（中国）の友好都市提携35周年を記念した企画
展「中国の塼」を開催。中国で建築用のれんがやタイルを意味する
「塼」を紹介します。万里の長城に使われて
いた塼や仏像・動物が浮き彫りされた塼、墳
墓に使用されていた文様塼などを展示。

【日時】７月20日㈭〜９月10日㈰９時〜17時
【場所】赤れんが３号棟
【料金】無料
《赤れんが博物館市民講座》
【日時】７月22日㈯14時〜15時30分
【場所】赤れんが４号棟
【内容】赤れんが博物館顧問で北翔大教授の水野信太郎さんによ
る講演「『れんがの来た道』シリーズ『れんがの生まれ故郷〜四大
文明・農耕・神さま〜』」

【定員】先着30人　【料金】無料
【申し込み方法】前日までに電話で赤れんが博物館（☎66・
1095）へ。

【期間】７月15日㈯〜８月27日㈰10時〜18時
※悪天候、低温などの場合は休み

【料金】幼児100円、小中学生300円、高校生以上500円
※コインロッカー代は50円

▶詳しくは、文化公園体育館（☎77・1850）へ。
※期間中は、文化公園プール（☎75・8960）へ。

舞鶴発祥の「万願寺甘とう」の祭典“万願寺まつり”。万願寺
甘とうを使ったグルメブースや万願寺タワー選手権など万願
寺甘とう尽くしの１日をお楽しみください。

【日時】７月29日㈯10時〜15時（雨天決行）
【場所】旧岡田中小学校
▶詳しくは、実行委員会の徳永さん（☎090・2109・6068）へ。

収蔵品展～託された記憶～

引揚記念館企画展

新新

化公園プールがオープン

夏と言ったら水遊び

文文
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おいしい万願寺の祭典

万万

◀引揚者の栞
しおり

「引揚者の皆様へ」と題した埼玉県知事か
らの言葉が掲載されているほか、帰郷後
の手続きなどの案内が記された冊子

展示資料の紹介

◀引揚援護庁閉庁記念文鎮
1954年に開庁し、厚生省の内局となった
「引揚援護庁」の閉庁記念文鎮。関係者
に配られたもの

▲東舞鶴から敦賀行きの切符
舞鶴へ引き揚げてきた引揚者に配られた故
郷へ帰るための切符

鶴市・大連市友好都市提携
　35周年記念企画展「中国の塼

せん

」舞舞
赤れんが博物館

仏像浮彫塼（３世紀頃）


